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町　税
15.1 億円

（20.7％）

地方譲与税
1.3 億円

（1.8％）

地方交付税
28.3 億円

（38.8％）

その他交付金
3.5 億円

（4.7％）

国庫支出金
5.1 億円

（7.0％）

県支出金
7.7 億円

（10.5％）

町　債
6.5 億円

（9.0％）

自主財源
（28.2％）

依存財源
（71.8％）

固定資産税
6.9 億円

（45.4％）

町民税
6.1 億円

（40.2％）

町たばこ税 1.7 億円
（11.4％） 軽自動車税 0.4 億円

（3.0％）

入湯税 6 万円
（0.0％）

総務費
12.1 億円

（16.6％）

民生費
16.2 億円

（22.2％）

衛生費
4.3 億円

（5.9％）

農林水産業費
6.2 億円

（8.5％）

商工費
1.8 億円

（2.5％）

土木費
7.6 億円

（10.4％）消防費
3.7 億円

（5.1％）

教育費
8.1 億円

（11.2％）

公債費
10.9 億円

（14.9％）

その他

議会費　　　1.0 億円（1.4%）
労働費　　　0.1 億円（0.1％）
災害復旧費　0.1 億円（0.1％）
諸支出金　　0.6 億円（0.8％）
予備費　　　0.3 億円（0.4％）

合計　　　　2.1 億円（2.8％）
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平成 28年度　特別会計予算の内訳
特別会計予算

会計名 平成 28 年度 平成 27 年度 対前年度比

国民健康保険 24.0 億円 24.3 億円 -1.2%

後期高齢者医療 1.6 億円 1.7 億円 -5.9%

介護保険 19.4 億円 19.2 億円 1.0%

坂下東第一地区土地

区画整理事業
2.8 億円 2.5 億円 12.0%

下水道事業 4.2 億円 5.6 億円 -25.0%

農業集落排水事業 0.7 億円 0.7 億円 0.0%

水道事業
収益的収入 5.2 億円 5.0 億円 4.0%

収益的支出 4.7 億円 4.9 億円 -4.1%

【
国
民
健
康
保
険
】

　

国
民
健
康
保
険
は
、
疾
病
、
負
傷
、

出
産
お
よ
び
死
亡
の
場
合
に
保
険
給
付

を
行
う
社
会
保
険
制
度
で
す
。

　

医
療
を
受
け
た
際
の
医
療
費
の
う

ち
、
窓
口
で
の
負
担
額
以
外
の
医
療
費

を
医
療
機
関
へ
支
払
う
こ
と
の
ほ
か
、

各
種
保
健
事
業
・
保
健
指
導
や
医
療
費

の
適
正
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
財
源
は
、
国
や
県
か
ら
の
支
出

金
な
ど
の
ほ
か
、
加
入
者
が
納
め
る
国

保
税
に
よ
り
賄
っ
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】　
　
　
　
　
　
　
　

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75
歳
以
上
の

方
お
よ
び
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
65
歳

以
上
74
歳
以
下
の
方
の
う
ち
認
定
を
受
け
た

方
が
入
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。
県
内
の
各

市
町
村
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
財
政
運
営
を
し

て
い
ま
す
。
医
療
費
適
正
化
対
策
や
保
健
事

業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
介
護
保
険
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

介
護
保
険
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

を
支
援
す
る
社
会
保
険
制
度
で
す
。
お
年
寄

り
が
快
適
に
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
地
域

の
自
主
性
、
主
体
性
に
基
づ
き
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
介
護
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
】　
　

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

・
家
屋
移
転　

２
戸
３
棟

・
都
市
計
画
道
路
築
造　

１
４
０
ｍ

・
整
地
工
事　

１
３
９
８
㎡

　

を
補
償
・
整
備
す
る
計
画
で
す
。

【
下
水
道
事
業
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

・
管
渠
工
事
（
中
央
処
理
区
）
８
４
０
ｍ

・
管
渠
工
事
（
東
処
理
区
）　

２
４
０
ｍ

・
管
渠
工
事
（
西
処
理
区
）
１
７
０
ｍ

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、
窪
倉
、
合
川
、

陣
が
峯
城
、
お
よ
び
長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
が
主
な
も
の
で
す
。

【
水
道
事
業
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

・
国
道
49
号
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設

工
事
（
茶
屋
町
地
内
）
90
ｍ

・
県
道
塩
川
山
都
線
函
渠
工
事
に
伴
う
配
水

管
布
設
替
工
事
（
喜
多
方
市
真
木
地
内
）
30
ｍ
、

仮
設
管　

１
６
５
ｍ

・
県
道
喜
多
方
会
津
坂
下
線
改
良
工
事
に
伴

う
配
水
管
布
設
工
事
（
緑
町
地
内
）
１
０
０
ｍ

科　目 予算現額
下半期収入済

現在高
収入済累計額 科　目 予算現額

下半期支出済
現在高

支出済累計額

町　税 1,552,904 673,657 1,569,887 議会費 110,224 48,657 109,015 

地方譲与税 131,000 76,044 107,300 総務費 1,426,797 684,262 1,310,372 

利子割交付金 2,700 1,342 2,518 民生費 1,752,169 1,101,166 1,566,496 

配当割交付金 2,300 5,271 6,291 衛生費 516,477 227,463 428,960 

株式譲渡所得割交付金 1,100 5,102 5,102 労働費 7,458 160 7,457 

地方消費税交付金 270,000 127,355 303,237 農林水産業費 594,438 305,662 574,581 

自動車取得税交付金 14,600 13,408 19,531 商工費 199,577 79,411 197,671 

地方特例交付金 5,400 0 5,565 土木費 735,570 390,386 643,260 

地方交付税 2,892,746 1,007,954 2,950,520 消防費 389,797 143,766 379,447 

交通安全対策特別交付金 2,600 1,191 2,479 教育費 1,005,793 479,791 887,899 

分担金及び負担金 41,492 15,685 39,521 災害復旧費 24,003 801 10,224 

使用料及び手数料 113,807 56,117 106,689 公債費 1,017,427 527,955 1,015,166 

国庫支出金 669,631 290,558 470,277 諸支出金 38,155 26,037 38,155 

県支出金 859,412 529,921 600,462 予備費 68,450 0 0 

財産収入 37,670 34,000 37,972

寄付金 13,467 8,683 13,425

繰入金 28,998 28,997 28,997

繰越金 167,703 0 167,703

諸収入 266,292 144,576 233,579

町　債 812,513 286,913 289,313

合　計 7,886,335 3,306,776 6,960,370 合　計 7,886,335 4,015,515 7,168,701

歳　入 歳　出（単位：千円） （単位：千円）

※収入・支出済累計額は、上半期 ( 平成 27 年 4 月から９月）を含んでいます。

財政調整基金現在高 73,255

（単位：千円）

主な内容（小数点第 2位以下を四捨五入して表示）

平成 27年度　一般会計
下半期（平成 27年 10 月から平成 28 年 3月）の収入および支出の概況
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　　                  　　           　　　　　　　     town topics           　　まちの話題

　

町
は
「
み
ん
な
で
地
域
を
つ
く

る
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
情
報
の
共
有

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

行
政
が
ど
ん
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
、
な
ん
の
た
め
の
事

業
な
の
か
、
そ
れ
ら
の
行
政
情
報

を
発
信
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
、
行
政
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、
様
々
な

分
野
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を
積
極

的
に
紹
介
し
、
地
域
で
、
町
で
、

盛
り
上
げ
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た

情
報
の
発
信
・
共
有
が
、
行
政
と

地
域
や
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
住
民
を
つ
な
ぐ
一
番
身

近
な
方
法
が
「
広
報
紙
」
で
す
。

今
月
号
か
ら
紙
面
と
発
行
日
が
変

わ
り
ま
す
。
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

見
て
も
ら
え
る
紙
面
作
り
に
心
が

け
、
み
な
さ
ん
と
手
を
取
り
合
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

情報の発信と共有齋藤町長のスマイルトーク

　

４
月
６
日
で
任
期
満
了
を
迎
え

た
選
挙
管
理
委
員
が
、
去
る
３
月

定
例
議
会
に
お
い
て
新
た
に
選
任

さ
れ
、
４
月
７
日
開
催
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
委
員
長
お
よ
び
職
務

代
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
４
年
間
、
選
挙
の
管
理
執

行
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　　

ま
た
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
選
挙

管
理
委
員
の
方
々
に
は
、
町
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

選挙管理委員会委員長に成
な り た

田孝
こういち

一さんを選任

　

４
月
１
日
、
山
内
真
一
さ
ん
が

町
役
場
を
訪
問
し
、
坂
下
南
・
坂

下
東
小
学
校
の
新
１
年
生
へ
交
通

安
全
祈
願
の
ミ
ニ
わ
ら
じ
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
川
西
小
学
校
の
児
童
へ
１
足

の
ミ
ニ
わ
ら
じ
を
贈
っ
た
こ
と
が

始
ま
り
で
、
現
在
は
交
通
安
全
を

象
徴
し
て
赤
・
青
・
黄
の
紐
が
編

み
込
ま
れ
た
も
の
に
な
り
、
小
学

校
の
統
合
後
も
継
続
し
て
寄
贈
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
ミ
ニ
わ
ら
じ
の
寄
贈
を
行

っ
て
い
る
山
内
さ
ん
は
、
「
小
学

生
が
実
際
に
ラ
ン
ド
セ
ル
に
ミ
ニ

わ
ら
じ
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
嬉
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

交通安全祈願　ミニわらじ贈呈式

　

４
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば

様
よ
り
食
育
副
読
本
『
農
業
と
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
』
、
Ｊ
Ａ
共

済
様
よ
り
交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材

が
、
坂
下
南
・
坂
下
東
小
学
校
の

５
年
生
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
育
副
読
本
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
か
ら
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
管

内
の
全
市
町
村
の
小
学
生
へ
寄
贈

を
行
っ
て
お
り
、
農
畜
産
業
や
経

済
・
金
融
の
内
容
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

代
表
理
事
専
務
の
長
谷
川
正
市

さ
ん
は
、
「
小
学
生
が
地
域
農
業

や
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
に
な
れ
ば
」
と
、
副
読
本
の

活
用
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

ＪＡ会津よつば　様　食育副読本・
ＪＡ共済　様　交通安全ＤＶＤ教材寄贈

写真左側より成田孝一さん（金上）・飯塚博文さん（新

舘）・服部ひろ子さん（袋原）・山口孝輝さん（柳町）

写真左側より山口幸一さん（窪）・石綿宗一さん（三

谷）・渡部哲夫さん（牛沢）・齋藤正雄さん（諏訪町）
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　　                  　　           　　　　　　　     town topics           　　

会津坂下町　新規採用職員入庁！

フレッシュなパワーで
一生懸命がんばります！

　（
写
真
前
列
右
か
ら
）

○
永な

が
み
ね峯

美み

き

こ

貴
子
（
生
活
課　

福
祉
健
康
班
）

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
維
持
・
増
進
が

で
き
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
古ふ

る
か
わ川

真ま

な

み

奈
未
（
生
活
課　

福
祉
健
康
班
）

　

町
民
の
み
な
さ
ま
と
の
関
わ
り
合
い
の
中

で
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
大お

お
は
し橋

莉り

こ子
（
子
ど
も
課　

坂
下
南
幼
稚
園
）

　

安
心
し
て
楽
し
く
園
生
活
を
送
れ
る
よ
う

笑
顔
で
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
き
た
い
で

す
。
会
津
坂
下
町
の
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て

を
す
る
方
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。

４
月
１
日
、
新
た
に
６
名
の
職
員
が
加
わ
り

ま
し
た
！

（
写
真
後
列
右
か
ら
）

○
角つ

の

だ田
翔し

ょ
う（

産
業
課　

商
工
観
光
班
）

　

生
ま
れ
育
っ
た
会
津
坂
下
町
に
少
し
で
も

多
く
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
日
で
も

早
く
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
吉よ

し

だ田
優ゆ

う

こ子
（
産
業
課　

農
林
振
興
班
）

　

会
津
坂
下
町
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
自
分
の
役
割
を
全

う
し
て
い
き
た
い
で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
福ふ

く

ち地
早さ

き

（
子
ど
も
課　

坂
下
東
幼
稚
園
）

　

会
津
坂
下
町
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、
元

気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

入園式・入学式が行われました
　

４
月
６
日
に
坂
下
南
・
坂
下
東
小
学
校
、

坂
下
中
学
校
の
入
学
式
、
７
日
に
坂
下
南
・

坂
下
東
幼
稚
園
の
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
し
い
環
境
に
期
待
と
不
安
を
抱
き
な

が
ら
も
、
担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ

た
入
園
児
・
新
入
生
は
、
元
気
よ
く
は
き

は
き
と
返
事
を
し
、
希
望
あ
る
未
来
へ
向

け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

坂下南小学校 坂下東小学校

坂下東幼稚園坂下南幼稚園坂下中学校


